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１ 概  況 

  水質汚濁とは、私たちが毎日の炊事・洗濯等に使用した生活排水、工業製品を生産

するために使用した工場排水等を公共用水域に排出することにより、水質・底質の悪

化を招き、悪臭の発生、外観の悪化及び魚介類が住めなくなるようなことをいいます。

 また、有害物質（カドミウム・水銀等）による水質汚濁が起こると、飲料水や魚介

類を通して人体に吸収され、人の健康に被害を生じる恐れがあります。 

  このため、法、県条例等の整備による規制強化が並行して進められるとともに、化

学的酸素要求量、窒素含有量及びりん含有量に係る総量削減計画、生活排水対策に関

する方針等により水質汚濁防止に努めています。 

  本市の河川は、土留木川水系、大田川水系及び信濃川水系の３水系でいずれも伊勢

湾へ流入しており、水質汚濁監視のため８地点で調査しています。 

平成３０年度（２０１８年度）の調査結果は、全調査地点で調査した項目について、

人の健康保護に関する環境基準を達成しました。 

  本市では、生活排水による河川の水質汚濁が進んだ傾向の時期があり、昭和６２年

度から平成６年度（１９９４年度）までは生活排水対策実践活動を推進するため、生

活排水対策用品や網目の細かいキッチンストレーナー等を配布し、平成４年度以降エ

コライフ・アイデアクッキングなどの料理講習会場等で、生活排水対策の講話を行い

家庭で簡易にできる実践活動への参加を呼びかけてきました。 

  平成３０年度（２０１８年度）のため池１７か所の水質調査結果は、生活排水の流

入する池ではＢＯＤが高く、また富栄養化も進んでいます。 

 また、工場・事業場では法、県条例及び公害防止協定に基づく排水基準を遵守する

ために種々の水質汚濁防止対策を実施し、公共用水域への汚濁物質の排出削減に努め

ています。 

  なお、平成３０年度（２０１８年度）の工場・事業場等における排水調査結果は、

全て基準値内でした。 
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・ 水質汚濁（人の健康保護）に係る環境基準  環境省告示第８４号 （H24.5.23改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・河川の水質汚濁（生活環境の保全）に係る環境基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  

目 
カ ド ミ ウ ム 全 シ ア ン 鉛 六 価 ク ロ ム 砒 素 総 水 銀 

ア ル キ ル 

水 銀 

基

準

値 

0 . 0 0 3 /  

以 下 
検出されないこと 

0 . 0 1 /  

以 下 

0 . 0 5 /  

以 下 

0 . 0 1 /  

以 下 

0 . 0 0 0 5 /  

以 下 
検出されないこと 

項

目 
Ｐ Ｃ Ｂ 

ジ ク ロ ロ 

メ タ ン 
四 塩 化 炭 素 

１ 、 ２ － 

ジ ク ロ ロ 

エ タ ン 

１ 、 １ － 

ジ ク ロ ロ 

エ チ レ ン 

シス－1､2－ジク

ロ ロ 

エ チ レ ン 

1 、 1 、 1 － 

ト リ ク ロ ロ 

エ タ ン 

基

準

値 

検出されないこと 
0 . 0 2 /  

以 下 
0.002 / 以下 0.004 / 以下 

0 . 1 /  

以 下 

0 . 0 4 /  

以 下 
１ / 以 下 

項

目 

１、１、２－ 

トリクロロエタン 

ト リ ク ロ ロ 

エ チ レ ン 

テ ト ラ 

ク ロ ロ 

エ チ レ ン 

１ 、 ３ － 

ジ ク ロ ロ 

プ ロ ぺ ン 

チ ウ ラ ム シ マ ジ ン 
チ オ ベ ン 

カ ル ブ 

基

準

値 
0.006 / 以下 

0 . 0 1 /  

以 下 

0 . 0 1 /  

以 下 
0.002 / 以下 0.006 / 以下 0.003 / 以下 

0 . 0 2 /  

以 下 

項

目 
ベ ン ゼ ン セ レ ン ふ っ 素 

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素 
ほ う 素 1.4-ジオキサン  

基

準

値 

0 . 0 1 /  

以 下 

0 . 0 1 /  

以 下 
0.8 / 以下 1 0 / 以下 １ / 以 下 0.05 / 以下  

＊ふっ素、ほう素の環境基準値は海域には適用しない。 

項

目 

 

 

類

型 

利用目的の適応性 

基    準    値 

水素イオン濃度

( ｐ H ) 

生物化学的酸素要

求 量 

( Ｂ Ｏ Ｄ ) 

浮 遊 物 質 量 

( Ｓ Ｓ ) 

溶 存 酸 素 量 

（ Ｄ Ｏ ） 
大 腸 菌 群 数 

A A 
水道１級・自然環境保全及び 

Ａ 以 下 の 欄 に 掲 げ る もの 

６ ． ５ 以 上 

８ ． ５ 以 下 
１ / 以 下 2 5 / 以下 7.5 / 以上 

5 0 M P N / 

1 0 0 以 下 

A 
水 道 ２ 級 ・ 水 産 １ 級 、 水 浴 

及 び 

Ｂ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の 

６ ． ５ 以 上 

８ ． ５ 以 下 
２ / 以 下 2 5 / 以下 7.5 / 以上 

1 , 0 0 0 M P N / 

1 0 0 以 下 

Ｂ 
水 道 ３ 級 ・ 水 産 ２ 級 及び 

Ｃ 以 下 の 欄 に 掲 げ る もの 

６ ． ５ 以 上 

８ ． ５ 以 下 
３ / 以 下 2 5 / 以下 ５ / 以 上 

5 , 0 0 0 M P N / 

1 0 0 以 下 

Ｃ 
水産３級・工業用水１級及び 

Ｄ 以 下 の 欄 に 掲 げ る もの 

６ ． ５ 以 上 

８ ． ５ 以 下 
５ / 以 下 5 0 / 以下 ５ / 以 上 

 

Ｄ 
工業用水２級・農業用水及び 

Ｅ の 欄 に 掲 げ る も の 

６ ． ０ 以 上 

８ ． ５ 以 下 
８ / 以 下 100 / 以下 ２ / 以 上 

 

Ｅ 工 業 用 水 ３ 級 ・ 環 境 保全 
６ ． ０ 以 上 

８ ． ５ 以 下 
1 0 / 以下 

ご み 等の 浮遊が 

認められないこと 
２ / 以 上 

 

注）１．自然環境保全：自然探勝等の環境保全 

  ２．水 道 1 級      ：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

    水 道 ２ 級      ：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 

    水 道 ３ 級      ：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

  ３．水 産 １ 級      ：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用 

    水 産 ２ 級      ：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 

    水 産 ３ 級      ：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 

  ４．工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 

    工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 

    工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの 

  ５．環 境 保 全      ：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 

  ６．Ｍ  Ｐ  Ｎ：最確数といい、培養後のコロニーの数（集落数）を確率として統計学的に表したもの 
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２ 河  川 

 ・調査地点及び調査結果（年平均値） 単位：㎎/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｐ　Ｈ 7.2

Ｄ　Ｏ 3.7

ＣＯＤ 15

ＢＯＤ 10

Ｓ　Ｓ 10

①土留木川・竜ノ脇交差点

ｐ　Ｈ 7.8

Ｄ　Ｏ 7.9

ＣＯＤ 5.5

ＢＯＤ 3.0

Ｓ　Ｓ 15

④大田川・大宮橋

ｐ　Ｈ 7.6

Ｄ　Ｏ 7.9

ＣＯＤ 12

ＢＯＤ 6.9

Ｓ　Ｓ 10

②渡内川・平洲橋

ｐ　Ｈ 7.7

Ｄ　Ｏ 8.8

ＣＯＤ 7.1

ＢＯＤ 4.4

Ｓ　Ｓ 8

⑤大田川・木田橋

ｐ　Ｈ 7.7

Ｄ　Ｏ 7.4

ＣＯＤ 8.0

ＢＯＤ 4.3

Ｓ　Ｓ 5

③渡内川・西番水橋

ｐ　Ｈ 7.5

Ｄ　Ｏ 8.5

ＣＯＤ 5.5

ＢＯＤ 1.6

Ｓ　Ｓ 21

⑧信濃川・信濃橋

ｐ　Ｈ 8.3

Ｄ　Ｏ 12

ＣＯＤ 6.1

ＢＯＤ 3.8

Ｓ　Ｓ 5

⑥大田川・加木屋橋

ｐ　Ｈ 7.4

Ｄ　Ｏ 9.3

ＣＯＤ 4.9

ＢＯＤ 2.1

Ｓ　Ｓ 18

⑦横須賀新川・どんど中橋
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・ 河川の水質調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：㎎／  
調査地点

測定値　　

項　目 平 均 回 数 平 均 回 数 平 均 回 数

水素イオン濃度 （ｐＨ） 7.2 6.8 ～ 7.6 4 7.6 7.4 ～ 7.8 4 7.7 7.4 ～ 8.3 4

生 物 化 学 的 酸 素
要 求 量 ( Ｂ Ｏ Ｄ )

10 7.3 ～ 17 4 6.9 4.7 ～ 12 4 4.3 2.0 ～ 6.1 4

浮 遊 物 質 量 （ Ｓ Ｓ ） 10 6 ～ 17 4 10 4 ～ 21 4 5 2 ～ 6 4

溶 存 酸 素 量 （ Ｄ Ｏ ） 3.7 1.8 ～ 6.3 4 7.9 5.7 ～ 9.5 4 7.4 4.7 ～ 10 4

大 腸 菌 群 数

[単位:(MPN/100 )×1000]

カ ド ミ ウ ム <0.0003 <0.0003 1 <0.0003 <0.0003 1 <0.0003 <0.0003 1

全 シ ア ン ND ND 1 ND ND 1 ND ND 1

鉛 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1

六 価 ク ロ ム <0.01 <0.01 1 <0.01 <0.01 1 <0.01 <0.01 1

ヒ 素 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1

総 水 銀 <0.0005 <0.0005 1 <0.0005 <0.0005 1 <0.0005 <0.0005 1

ふ っ 素 0.1 0.1 1 0.1 0.1 1 0.1 0.1 1

硝 酸 性 窒 素 13 11 ～ 14 2 13 12 ～ 14 2 13 12 ～ 13 2

亜 硝 酸 性 窒 素 0.7 0.6 ～ 0.7 2 0.5 0.4 ～ 0.6 2 0.6 0.5 ～ 0.6 2

化 学 的 酸 素
要 求 量 ( Ｃ Ｏ Ｄ )

15 8 ～ 23 4 12 7.1 ～ 16 4 8.0 4.6 ～ 13 4

ｎ － ヘ キ サ ン 抽 出 物 質 0.3 <0.5 ～ 0.6 4 0.4 <0.5 ～ 0.9 4 <0.5 <0.5 ～ <0.5 4

フ ェ ノ ー ル 類 <0.025 1 <0.025 <0.025 1 <0.025 <0.025 1

全 窒 素 7.9 6.2 ～ 9.1 4 6.7 4.2 ～ 8.4 4 5.4 4.6 ～ 6.8 4

全 リ ン 1.4 0.69 ～ 2.4 4 0.52 0.31 ～ 0.86 4 0.36 0.21 ～ 0.51 4

ケ ル ダ ー ル 窒 素 5.2 4.2 ～ 6.2 2 3.2 0.80 ～ 5.5 2 1.8 1.7 ～ 1.8 2

ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 3.4 <0.1 ～ 6.8 2 3.4 <0.1 ～ 5.8 2 1.5 0.7 ～ 2.3 2

リ ン 酸 イ オ ン 3.5 2.3 ～ 4.6 2 1.3 0.82 ～ 1.7 2 0.85 0.82 ～ 0.88 2

そ
の
他
の
項
目

4 69

健
康
項
目

環
境
項
目

4 540～

<0.025

42305440 1,300～ 4949 ～225

渡　　内　　川

 竜ノ脇交差点 ②平洲橋 ③西番水橋

最小値～最大値 最小値～最大値

土留木川

最小値～最大値
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単位：㎎／  

調査地点

測定値　　

項　目 平 均 回 数 平 均 回 数 平 均 回 数

水素イオン濃度（ｐＨ） 7.8 7.6 ～ 8.2 4 7.7 7.4 ～ 8.0 4 8.3 7.6 ～ 9.3 4

生 物 化 学 的 酸 素
要 求 量 ( Ｂ Ｏ Ｄ )

3.0 1.3 ～ 5.5 4 4.4 2.3 ～ 5.7 4 3.8 1.2 ～ 5.7 4

浮 遊 物 質 量 （ Ｓ Ｓ ） 15 7 ～ 25 4 8 4 ～ 10 4 5 2 ～ 6 4

溶 存 酸 素 量 （ Ｄ Ｏ ） 7.9 4.4 ～ 11 4 8.8 5.6 ～ 11 4 12 7.0 ～ 14 4

大 腸 菌 群 数

[単位:(MPN/100 )×1000]

カ ド ミ ウ ム <0.0003 <0.0003 1 <0.0003 <0.0003 1 <0.0003 <0.0003 1

全 シ ア ン ND ND 1 ND ND 1 ND ND 1

鉛 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1

六 価 ク ロ ム <0.01 <0.01 1 <0.01 <0.01 1 <0.01 <0.01 1

ヒ 素 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1

総 水 銀 <0.0005 <0.0005 1 <0.0005 <0.0005 1 <0.0005 <0.0005 1

ふ っ 素 0.2 0.2 1 0.1 0.1 1 0.1 0.1 1

硝 酸 性 窒 素 6.0 3.6 ～ 8.3 2 12 9.2 ～ 14 2 13 9.1 ～ 15 2

亜 硝 酸 性 窒 素 0.2 <0.1 ～ 0.3 2 0.6 0.4 ～ 0.7 2 0.5 0.3 ～ 0.6 2

化 学 的 酸 素
要 求 量 ( Ｃ Ｏ Ｄ )

5.5 2.0 ～ 9.3 4 7.1 4.6 ～ 10 4 6.1 4.5 ～ 7.9 4

ｎ － ヘ キ サ ン 抽 出 物 質 <0.5 <0.5 ～ <0.5 4 <0.5 <0.5 ～ <0.5 4 0.4 <0.50 ～ 0.7 4

フ ェ ノ ー ル 類 <0.025 <0.025 1 <0.025 <0.025 1 <0.025 <0.025 1

全 窒 素 2.8 1.3 ～ 3.6 4 4.0 3.3 ～ 5.3 4 4.2 3.3 ～ 5.7 4

全 リ ン 0.3 0.09 ～ 0.43 4 0.30 0.24 ～ 0.37 4 0.30 0.20 ～ 0.35 4

ケ ル ダ ー ル 窒 素 0.6 0.38 ～ 0.9 2 1.6 1.3 ～ 1.9 2 1.9 1.7 ～ 2.0 2

ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 0.3 0.2 ～ 0.42 2 1 0.3 ～ 2.2 2 1.5 1.0 ～ 2.0 2

リ ン 酸 イ オ ン 0.60 0.19 ～ 1.0 2 0.65 0.52 ～ 0.78 2 0.73 0.72 ～ 0.73 2

健
康
項
目

そ
の
他
の
項
目

～33 790 4247

大　　　田　　　川

環
境
項
目

最小値～最大値

10 4～ 2200 ～ 80

最小値～最大値 最小値～最大値

33 4

④大宮橋 ⑤木田橋 ⑥加木屋橋

11
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調査地点

測定値　　

項　目 平 均 回 数 平 均 回 数

水素イオン濃度 （ｐ Ｈ） 7.4 7.3 ～ 7.4 4 7.5 7.3 ～ 7.6 4

生 物 化 学 的 酸 素
要 求 量 ( Ｂ Ｏ Ｄ )

2.1 1.4 ～ 2.8 4 2 0.7 ～ 2.6 4

浮 遊 物 質 量 （ Ｓ Ｓ ） 18 2 ～ 52 4 21 13 ～ 44 4

溶 存 酸 素 量 （ Ｄ Ｏ ） 9.3 7.0 ～ 11 4 8.5 6.1 ～ 9.6 4

大 腸 菌 群 数

　[単位:(MPN/100 )×1000]

カ ド ミ ウ ム <0.0003 <0.0003 1 <0.0003 <0.0003 1

全 シ ア ン ND ND 1 ND ND 1

鉛 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1

六 価 ク ロ ム <0.01 <0.01 1 <0.01 <0.01 1

ヒ 素 <0.005 <0.005 1 <0.005 <0.005 1

総 水 銀 <0.0005 <0.0005 1 <0.0005 <0.0005 1

ふ っ 素 0.1 0.1 1 0.1 0.1 1

硝 酸 性 窒 素 8.6 4.1 ～ 13 2 5.0 4.4 ～ 5.7 2

亜 硝 酸 性 窒 素 <0.1 <0.1 2 <0.1 <0.10 2

化 学 的 酸 素
要 求 量 ( Ｃ Ｏ Ｄ )

4.9 3.6 ～ 6.0 4 5.5 4.2 ～ 7.4 4

ｎ － ヘ キ サ ン 抽 出 物 質 <0.5 <0.5 ～ <0.5 4 0.4 <0.50 ～ 0.7 4

フ ェ ノ ー ル 類 <0.025 <0.025 1 <0.025 <0.025 1

全 窒 素 2.7 2.0 ～ 3.3 4 2.2 1.8 ～ 2.7 4

全 リ ン 0.29 0.19 ～ 0.39 4 0.27 0.20 ～ 0.32 4

ケ ル ダ ー ル 窒 素 0.66 0.21 ～ 1.1 2 0.84 0.80 ～ 0.87 2

ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 0.5 0.12 ～ 0.9 2 0.6 0.5 ～ 0.61 2

リ ン 酸 イ オ ン 0.54 0.46 ～ 0.61 2 0.52 0.44 ～ 0.60 2

4

そ
の
他
の
項
目

4～3 280

環
境
項
目

健
康
項
目

78

最小値～最大値

⑧信濃橋

横須賀新川 信濃川

⑦どんど中橋

98

最小値～最大値

～2 230

 

単位：㎎／  
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 ・生物学的酸素要求量（ＢＯＤ）、浮遊物質量（ＳＳ）の経年変化 
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３ 池 

 ・調査地点及び調査結果   単位：㎎／  

 

 

 

 

ｐＨ 8.8

ＤＯ 12

ＣＯＤ 20

ＢＯＤ 15

①大廻間池

 

ｐＨ 8.7

ＤＯ 6.6

ＣＯＤ 27

ＢＯＤ 11

②新池

 

ｐＨ 7.3

ＤＯ 7.8

ＣＯＤ 8.4

ＢＯＤ 3.0

⑤惣山池

ｐＨ 9.2

ＤＯ 10

ＣＯＤ 4.2

ＢＯＤ 4.2

⑰加木屋大池
ｐＨ 8.7

ＤＯ 8.9

ＣＯＤ 6.1

ＢＯＤ 3.9

⑯鎌ケ谷池

ｐＨ 7.6

ＤＯ 8.8

ＣＯＤ 5.9

ＢＯＤ 3.3

⑮愛敬池

ｐＨ 8.0

ＤＯ 9.1

ＣＯＤ 10

ＢＯＤ 5.7

⑬芦池

ｐＨ 7.8

ＤＯ 8.6

ＣＯＤ 3.7

ＢＯＤ 2.8

⑭三ツ池

ｐＨ 9.0

ＤＯ 12

ＣＯＤ 37

ＢＯＤ 18

⑨富木島大池

ｐＨ 7.2

ＤＯ 8.2

ＣＯＤ 6.1

ＢＯＤ 4.5

⑧山田池

ｐＨ 9.0

ＤＯ 13

ＣＯＤ 9.1

ＢＯＤ 5.6

⑥奥山池

ｐＨ 7.1

ＤＯ 7.8

ＣＯＤ 3.6

ＢＯＤ 2.9

⑫図賀奈池

ｐＨ 8.2

ＤＯ 8.2

ＣＯＤ 6.8

ＢＯＤ 4.9

⑩北池

ｐＨ 7.6

ＤＯ 9.2

ＣＯＤ 4.5

ＢＯＤ 4.3

⑦大田大池

ｐＨ 8.1

ＤＯ 8.7

ＣＯＤ 6.2

ＢＯＤ 2.6

④ヤカン池

ｐＨ 8.5

ＤＯ 8.8

ＣＯＤ 4.0

ＢＯＤ 2.8

⑪中ノ池

ｐＨ 8.8

ＤＯ 12

ＣＯＤ 14

ＢＯＤ 6.3

③前後池

 

ｐＨ 7.3

ＤＯ 6.9

ＣＯＤ 3.8

ＢＯＤ 1.8

⑪山ノ脇池


